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六段 橋本 篤志 鹿行 大庭 良介 下妻

七段 齋藤 健一 鹿行 二瓶 貴博 日立

谷川 久朗

四段 古谷 武士 守 谷 高野 郁美 古河

五段 小瀧 徳行 水戸 甲斐咲也香 古河

茨
城
県
居
合
道
大
会
 

六
月
五
日

（
日

）
　
ひ
た
ち
な
か
市

　
第
五
十
六
回
茨
城
県
居
合
道
大
会
は
ひ
た

ち
な
か
市
総
合
体
育
館
に
九
十
九
名
の
剣
士

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
開
会
式
の

国
歌
斉
唱
で
は
昨
年
に
続
き
な
る
べ
く
大
き

な
声
を
出
さ
な
い
等
の
感
染
防
止
の
気
配
り

の
開
会
式
に
な
り
ま
し
た

。
一
昨
年
は
感
染

拡
大
の
為
や
む
な
く
参
加
段
位
を
制
限
し
ま

し
た
が

、
昨
年
復
活
し
初
段
以
下
か
ら
七
段

の
全
て
が
集
う
大
会
を
行
う
事
が
出
来
ま
し

た

、
茨
城
県
剣
道
連
盟
会
長
並
び
に
茨
剣
連

の
感
染
防
止
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
指
導
そ

し
て
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す

。

　
当
日
は
小
雨
ま
じ
り
の
曇
り
で
気
温
２
０

度
の
好
環
境
の
大
会
と
な
り

、
審
判
団
３
３

名

、
会
場
係
員
１
９
名
の
ス
ム
ー
ス
な
運
営

に
支
え
ら
れ
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た

。
指
定
技
は

、
初
段
以
下
は
自
由
技
五

本

、
二
段
か
ら
七
段
は
最
初
に
古
流
自
由
技

二
本
の
後

、
全
剣
連
居
合
三
・
八
・
十
本
目

の
三
本
が
指
定
さ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た

。

　
全
日
本
大
会
等
の
代
表
強
化
選
手
に
五

段
・
六
段
・
七
段
の
優
勝
・
準
優
勝
者

（
三

段
は
優
勝
者

）
が
選
出
さ
れ
七
月
か
ら
強
化

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

。

　
今
後
の
大
会
は

、
十
一
月
に
第
二
回
支
部

対
抗
四
段
以
下
団
体
戦
並
び
に
演
武
大
会

、

二
月
に
無
段
か
ら
五
段
の
演
武
大
会
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す

、
こ
の
演
武
大
会
は
茨
城
県

剣
道
連
盟
七
〇
年
記
念
の
第
一
回
大
会
と
な

り
ま
す

。
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

。

二段 宇佐見優樹 守 谷 佐藤 雅克 日立

段位 優　　勝 準　優　勝

初段
以下

長島 　敦 水 戸 宇佐見稔則 守 谷

　奨励賞（小学生） 野村　翔 守 谷

居合道部未来検討会広報Gr

令和 4年 6月 11日（土）
居合道部だより居合道部だより
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初段以下の部　入賞者 初段以下の部　奨励賞

二段の部　入賞者 三段の部　入賞者

四段の部　入賞者 五段の部　入賞者

六段の部　入賞者 七段の部　入賞者


